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七夕

学習目標

・同じ7月でも、南半球にあるオース
トラリアでは寒く、北半球にある日
本では暖かい。七夕祭りを通じて、
オーストラリアと日本の気候や年中
行事を比較する。
・構文「～がほしいです」を導入し、
その構文を使って七夕飾りの願い事
ができるようにする。
・七夕伝説を聞いたり絵や写真を見
たりして、七夕祭りを理解する。
・七夕に関する語いや短冊に願い事
を書くときに必要なひらがなとカタ
カナを習う。

授業の進め方

＜用意する物＞
・七夕伝説の本
・小さな木か枝（できれば竹、笹）
・短冊（先端に穴を空けておく）
・ひも、はさみ
・折り紙と天の川やちょうちんの飾
りつけに関する説明書き

＜学習語い＞
七夕、短冊、平和な世界、お金、

犬、ダイヤモンド、アイスクリーム、

学校の休み、遠足（語いを黒板に書
いておく）

＜進行方法＞（所要時間）
1. 七夕伝説と七夕祭りについて全員
で討論する。 (10分)

2. 構文「～がほしいです」を説明し、
実際に文章を作る練習を行って、
生徒から新しい語いがあがってく
るように促す。（7分）

3. 構文「～がほしいです」や黒板に
書かれた単語を使って、ひらがな
を練習する。（3分）

4. 生徒が各自、短冊に願い事を書き、
先生に見てもらった後、枝に下げ
る。終わった生徒は、天の川やち
ょうちんの飾りつけをする。（25
分）

5. 生徒全員で教室を掃除する。（5分）

生徒の意見・反応

（「 」内は生徒の言葉）
・七夕の授業のあと、夜空の星を眺
めて彦星と織女星を捜すようになっ
た。
・科学の授業で使う北半球の星図に
興味を示すようになった。
・日本のほかの祭りにも強い関心を

抱くようになり、日本語力を駆使し
て、「まつりがほしいです」と言った
（完全に正しい日本語ではないが、生
徒たちが日本語で気持ちを伝えよう
としているのがとてもうれしかっ
た）。

外国語学習と文化理解

文化に重点を置いたイマージョン
プログラムを通じて日本文化を知る
ようになったことから、私は言語学
習に文化的側面を取り入れることの
意義を確信している。単一言語社会
に住んでいるビクトリア州の子ども
たちが、文化的側面を重視したアク
ティビティを盛り込んだ外国語学習
を通じて学習意欲を向上させること
にみられるように、言語と文化を結
びつけることは、日本語学習にとっ
て効果が大きい。文化的側面を取り
入れない言語のみの学習の場合、生
徒の学習意欲は低いレベルにとどま
る。

Anita Ryan
Brauer College
Victoria, Australia 学習者年齢： 11～12才

日本語レベル： 初級

文化面の目的： 七夕祭りを通じて日豪の気候や年中行

事を比較する

学習する日本語：七夕に関連する語句
“～がほしいです”

Traditional Culture


		1999-08-18T15:25:27+0900
	TJF
	<なし>




